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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商用電源のコンセントに着脱自在に接続されるプラグと、
　前記コンセントから前記プラグを介して供給される電力、又は着脱自在に取り付けられ
る電池から供給される電力の何れかで照明負荷を点灯させる点灯回路と、
　前記照明負荷を点灯又は消灯させるために操作される操作部と、
　周囲の明るさに応じて出力の大きさが変化する照度変換部と、
　前記照度変換部の出力から求めた明るさが所定値よりも暗くなると、前記コンセントか
ら前記プラグを介して供給される電力で前記照明負荷を点灯させるように前記点灯回路を
制御し、前記操作部を用いて点灯操作が行われると前記電池から供給される電力で前記照
明負荷を点灯させるように前記点灯回路を制御する制御部と、
　前記プラグ、前記点灯回路、前記操作部、前記照度変換部、及び前記制御部を有する器
体と、
　前記電池の残容量が所定容量を下回ると点灯し、前記プラグが前記コンセントに接続さ
れた状態で前記器体の上面となる面から露出し、前記器体の外部に光を放射する点灯部と
　を備えたことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記器体は、前記プラグが前記コンセントに接続された状態で前面となる面に、前記照
明負荷からの光が通る開口部を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
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【請求項３】
　前記開口部を塞ぎ、前記照明負荷から放射された光を拡散して前記器体の外部に放射す
る導光板を更に備えることを特徴とする請求項２に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明器具、より詳細には通路の壁に設けられた商用電源のコンセントに差し込
まれて通路を照明する用途に用いられる照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、通路の壁面のコンセントに差し込まれて、周囲の暗さや人の通行を検知して通路
を照明する足元灯があった（例えば特許文献１参照）。特許文献１に記載の足元灯は、一
次電池を備えており、コンセントから取り外して一次電池を電源とする携帯電灯として用
いることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１０８６２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の足元灯では、一次電池の電圧が低下すると、ケース本体の正面下部
に設けられたＬＥＤが点灯して一次電池の電池交換の時期が来たことを表示する。しかし
ながら、コンセントは一般的に床面に近い壁面に設けられることが多く、足元灯は使用者
から見て足元付近に設置され、ＬＥＤの光は下方に放射されるため、電池交換を促すＬＥ
Ｄが点灯していても、ＬＥＤの点灯に気付きにくかった。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑みて為され、電池の残容量の低下を報知するための点灯部を見や
すくした照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の照明器具は、プラグと、点灯回路と、操作部と、
照度変換部と、制御部と、器体と、点灯部とを備えることを特徴とする。前記プラグは、
商用電源のコンセントに着脱自在に接続される。前記点灯回路は、前記コンセントから前
記プラグを介して供給される電力、又は着脱自在に取り付けられる電池から供給される電
力の何れかで照明負荷を点灯させる。前記操作部は、前記照明負荷を点灯又は消灯させる
ために操作される。前記照度変換部は、周囲の明るさに応じて出力の大きさが変化する。
前記制御部は、前記照度変換部の出力から求めた明るさが所定値よりも暗くなると、前記
コンセントから前記プラグを介して供給される電力で前記照明負荷を点灯させるように前
記点灯回路を制御する。前記制御部は、前記操作部を用いて点灯操作が行われると前記電
池から供給される電力で前記照明負荷を点灯させるように前記点灯回路を制御する。前記
器体は、前記プラグ、前記点灯回路、前記操作部、前記照度変換部、及び前記制御部を有
する。前記点灯部は、前記電池の残容量が所定容量を下回ると点灯し、前記プラグが前記
コンセントに接続された状態で前記器体の上面となる面から露出し、前記器体の外部に光
を放射する。
　この発明において、前記器体は、前記プラグが前記コンセントに接続された状態で前面
となる面に、開口部を含むことも好ましい。前記開口部は、前記照明負荷からの光が通る
。
　この発明において、前記照明器具は、導光板を更に備えることも好ましい。前記導光板
は、前記開口部を塞ぎ、前記照明負荷から放射された光を拡散して前記器体の外部に放射
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する。
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の照明器具は、電池の電圧が所定電圧を下回ると点灯する点灯部を備えていて、
プラグをコンセントに接続した状態で上側となる器体の部位に点灯部が設けられている。
そのため、低い場所にあるコンセントにプラグを接続した状態でも点灯部が見えやすくな
り、使用者は電池の残容量の低下を認識しやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態における照明器具を示し、（ａ）は要部を説明する正面図、（ｂ）は
要部を説明する右断面図、（ｃ）は上面図である。
【図２】本実施形態における照明器具を示し、（ａ）は左側面図、（ｂ）は正面図、（ｃ
）は要部を説明する分解斜視図である。
【図３】本実施形態における照明器具の概略的な回路ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、本実施形態の照明器具について、図１～図３を参照して説明する。尚、以下の
説明では図１（ａ）に示す向きを基準として上下左右の方向を規定し、図１（ｂ）におけ
る左方向を前方向、図１（ｂ）における右方向を後方向として説明する。
【００１０】
　本実施形態の照明器具は、例えば壁面に設けられたコンセントに接続され、周囲が暗く
なると床面を照らす足元灯として用いられる。照明器具は電池を備えており、コンセント
から取り外して電池を電源とするハンディライト（携帯電灯）として用いることができる
。
【００１１】
　本実施形態の照明器具１は、図３に示すように、点灯回路６と、ＬＥＤ（Light Emitti
ng Diode）５ａ，５ｂ（照明負荷）と、ＬＥＤ９ａ（点灯部９）と、制御回路７（制御部
）と、電池１２とを備えている。さらに照明器具１は、電源回路１８と、停電検知回路１
１と、電圧測定回路１４とを備えている。
【００１２】
　電源回路１８は、例えばバックコンバータ方式のスイッチング電源（図示せず）で構成
されていて、１次側に入力される交流電圧を所定の直流電圧に変換して２次側に出力する
。電源回路１８の１次側は、プラグ４に電気的に接続している。電源回路１８は、プラグ
４が商用電源１７のコンセント（図示せず）に挿入されることにより、商用電源１７から
電力が供給される。電源回路１８の２次側には点灯回路６が接続されている。尚、電源回
路１８は、スイッチング電源で構成されることに限定されず、１次側に入力される交流電
圧を所定の直流電圧に変換して２次側に出力することができる適宜の構成でもよい。
【００１３】
　停電検知回路１１は、電源回路１８の一次側に入力される電圧を監視することによって
、商用電源１７が供給されているか否かを検知する。停電検知回路１１は、商用電源１７
が供給されていると、制御回路７に信号ＳＮ１を出力する。
【００１４】
　点灯回路６は、レギュレータ１５と、昇圧回路１６と、スイッチＳＷ１～ＳＷ３とを備
えている。レギュレータ１５には電源回路１８又は昇圧回路１６の何れか一方から直流電
圧が入力される。レギュレータ１５は、入力電圧の変動を抑制して制御回路７及びＬＥＤ
５ａ，５ｂ，９ａに出力する。尚、レギュレータ１５と電源回路１８との間、及びレギュ
レータ１５と昇圧回路１６との間にはそれぞれ、例えば逆流防止用のダイオード（図示せ
ず）が接続されている。
【００１５】
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　点灯回路６には、照明用のＬＥＤ５ａ，５ｂと、電池１２の残容量の低下を報知するた
めに設けられたＬＥＤ９ａがそれぞれ接続されている。ＬＥＤ５ａはスイッチＳＷ１を介
してレギュレータ１５に接続している。同様に、ＬＥＤ５ｂはスイッチＳＷ２を介してレ
ギュレータ１５に接続していて、ＬＥＤ９ａはスイッチＳＷ３を介してレギュレータ１５
に接続している。スイッチＳＷ１～ＳＷ３はそれぞれ制御回路７によってオン／オフ操作
される。
【００１６】
　昇圧回路１６は、例えば昇圧チョッパ回路等で構成され、電池１２の電圧を昇圧してレ
ギュレータ１５に出力する。昇圧回路１６の動作は、制御回路７から入力される信号ＳＮ
２によって制御される。
【００１７】
　電池１２は、例えばマンガン乾電池やアルカリ・マンガン乾電池等の単三型の一次電池
であり、昇圧回路１６の１次側に接続されている。
【００１８】
　照明器具１は、電池１２の出力電圧を測定する電圧測定回路１４を備える。電圧測定回
路１４は、所定期間毎に電池１２の電圧をＡ／Ｄ変換し、制御回路７に出力する。
【００１９】
　制御回路７は、例えばマイクロコンピュータを備えていて、組み込みのプログラムを実
行することによって、点灯回路６の制御が実現される。制御回路７の電源端子ＶＤＤには
、レギュレータ１５から直流電圧が入力されている。
【００２０】
　制御回路７には、切替スイッチ３１と、点灯スイッチ８（操作部）と、明るさセンサ３
ａ（照度変換部）が接続されている。
【００２１】
　明るさセンサ３ａは、周囲の明るさを検知する素子（例えば、フォトダイオード、フォ
トトランジスタ等）で構成される。明るさセンサ３ａの出力電流は周囲の明るさに応じて
変化する。
【００２２】
　切替スイッチ３１は、左右方向に移動自在なスライドスイッチであり、ナイトライト機
能を有効にするか否かを切り替えるためのスイッチである。切替スイッチ３１がナイトラ
イト機能を有効にするように設定された状態で、明るさセンサ３ａの出力電流から求めた
周囲の明るさが所定値よりも暗くなると、制御回路７はスイッチＳＷ１をオン状態にして
ＬＥＤ５ａを点灯させる。切替スイッチ３１がナイトライト機能を有効にするように設定
された状態で、明るさセンサ３ａの出力電流から求めた周囲の明るさが所定値よりも明る
くなると、制御回路７はスイッチＳＷ１をオフ状態にしてＬＥＤ５ａを消灯させる。尚、
ＬＥＤ５ａの点灯／消灯を切り替えるしきい値（上記の所定値）にヒステリシスを設けて
もよい。
【００２３】
　一方、切替スイッチ３１がナイトライト機能を無効にするように設定された状態では、
明るさセンサ３ａの出力電流から求めた周囲の明るさが所定値よりも暗くなっても、制御
回路７はスイッチＳＷ１のオフ状態を維持し続ける。
【００２４】
　次に、照明器具１の構造について図１～図２を参照して説明する。
【００２５】
　器体２は、図２（ａ）（ｂ）に示すように、前面側が開口した矩形箱状のボディ２２と
、前面が矩形状に形成されてボディ２２の前面の開口部を覆うカバー２１とを備える。
【００２６】
　カバー２１の正面における上側部分には、カバー２１の下側部位よりも前側に突出して
いる張出部２１ａが形成されている。カバー２１における張出部２１ａを除く前面部分に
は、矩形状に開口した開口部２１ｃが設けられていて、開口部２１ｃを塞ぐように導光板
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１３がカバー２１に取り付けられている。
【００２７】
　導光板１３は、前面が矩形の光取り出し部１３ａと、光取り出し部１３ａの上面から上
側に突き出るように形成されて張出部２１ａの内側に挿入される光入射部１３ｂとを備え
ている。光入射部１３ｂの入射面（本実施形態では上側面）は、それぞれのＬＥＤ５ａ，
５ｂに対向するように設けられており、ＬＥＤ５ａ，５ｂから光入射部１３ｂの入射面に
放射された光を光取り出し部１３ａに導く。光取り出し部１３ａは、張出部２１ａの前面
と面一になるように形成されていて、開口部２１ｃから外部に露出している。光取り出し
部１３ａの背面には光取り出し部１３ａ内を通る光を拡散する光拡散部１９が設けられて
いて、光拡散部１９で拡散した光が光取り出し部１３ａの前面から外部に放射される。
【００２８】
　張出部２１ａの内側には、図１（ａ）（ｂ）に示すようにサブ基板５１が配置されてい
る。サブ基板５１は、器体２の上面に平行するように器体２内部の上面付近に取り付けら
れていて、メイン基板１０に電気的に接続されている。
【００２９】
　サブ基板５１には、照明用のＬＥＤ５ａ，５ｂと、報知用のＬＥＤ９ａと、明るさセン
サ３ａと、切替スイッチ３１が実装されている。ＬＥＤ９ａはサブ基板５１の上面の一端
側（本実施形態では左側）に実装されている。明るさセンサ３ａはサブ基板５１の上面の
他端側（本実施形態では右側）に実装されている。切替スイッチ３１はサブ基板５１の上
面中央に実装されていて、ＬＥＤ５ａ，５ｂはそれぞれサブ基板５１の下側表面に実装さ
れている。ＬＥＤ５ａは、ナイトライトとして使用される場合に発光し、ＬＥＤ５ａの発
光色はおよそ２７００～３０００Ｋ程度の電球色である。ＬＥＤ５ｂはハンディライトと
して使用される場合に発光し、ＬＥＤ５ｂの発光色はおよそ４０００Ｋ程度の白色である
。尚、ＬＥＤ５ａ，５ｂの放射光の色温度はそれぞれ上記の色温度に限定されず、使用用
途に合わせて適宜変更が可能である。
【００３０】
　器体２の上面には、図１（ｃ）に示すように、透光窓３ｂ，９ｂと、切替スイッチ３１
の操作部に被せられた切替つまみ３２を露出させるための孔２１ｂが設けられている。
【００３１】
　透光窓９ｂは、例えばアクリル樹脂等の透光性材料で形成され、カバー２１の上面にお
いてＬＥＤ９ａに対向する部位に設けられていて器体２の上側に露出している。ＬＥＤ９
ａが点灯すると、ＬＥＤ９ａの光は透光窓９ｂを透過してカバー２１の上面から外部に放
射される。そのため、プラグ４がコンセントに接続された状態で、電池１２の残容量が低
下してＬＥＤ９ａが点灯すると、透光窓９ｂからＬＥＤ９ａの光が放射される。本実施形
態では、ＬＥＤ９ａと透光窓９ｂとで点灯部９が構成されている。
【００３２】
　透光窓３ｂは、例えばアクリル樹脂等の透光性材料で形成され、カバー２１の上面にお
ける明るさセンサ３ａに対向する部位に設けられていて、器体２の上側に露出している。
器体２の周囲の光が透光窓３ｂを透過して明るさセンサ３ａに入射すると、明るさセンサ
３ａの出力電流は周囲の明るさに応じて変化する。
【００３３】
　切替つまみ３２は、切替スイッチ３１の操作部を覆った状態で、器体２の上面の孔２１
ｂから外部に露出するように設けられている。切替つまみ３２を左右方向にスライド移動
させることにより、切替スイッチ３１が切り替えられる。切替つまみ３２がスライド方向
の一端側（本実施形態では図１（ａ）の右側）に設定されているとナイトライト機能が有
効になり、切替つまみ３２がスライド方向の他端側（本実施形態では図１（ａ）の左側）
に設定されているとナイトライト機能が無効になる。
【００３４】
　器体２における左右方向の一方の側面（本実施形態では器体２の左側面）には、点灯ス
イッチ８が設けられている。点灯スイッチ８は、商用電源１７から電力が供給されていな
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い状態でＬＥＤ５ｂを点灯／消灯させるスイッチである。点灯スイッチ８は、例えばプッ
シュスイッチで構成される。商用電源１７から電力が供給されていない状態で、点灯スイ
ッチ８を一回押すごとに制御回路７がＬＥＤ５ｂの点灯／消灯を切り替える。尚、点灯ス
イッチ８は、プッシュスイッチに限定されず、切替後の状態が保持される適宜の種類のス
イッチでよい。
【００３５】
　ボディ２２の背面にはプラグ４が取り付けられている。プラグ４は、プラグ４の先端部
がボディ２２の背面方向（図２（ａ）参照）を向く位置と、上面方向（図１（ｂ）参照）
を向く位置との間で回転自在に支持されている。プラグ４を商用電源１７のコンセント（
図示せず）から引き抜いた状態で、プラグ４の先端部が上面方向を向くようにプラグ４を
図２（ａ）の矢印Ａ１方向に回転させると、ボディ２２に設けた溝４１内にプラグ４を収
納することができる。
【００３６】
　器体２の背面の下側には、図２（ｃ）に示すように、電池１２を収納する収納凹部２３
ａが設けられている。この収納凹部２３ａは、ボディ２２に着脱自在に取り付けられる蓋
２３ｂによって塞がれる。電池１２は、入手性のよい一次電池であり、電池１２の長手方
向が器体２の左右方向に沿うように収納凹部２３ａに収納される。
【００３７】
　器体２の内側には、図１（ｂ）に示すように、メイン基板１０が収納されている。メイ
ン基板１０には、点灯回路６と、制御回路７と、電源回路１８と、停電検知回路１１と、
電圧測定回路１４を構成する回路部品が実装されている。メイン基板１０は、サブ基板５
１と、電池１２と、プラグ４にそれぞれ電気的に接続している。
【００３８】
　ここで、本実施形態の照明器具１の動作を説明する。
【００３９】
　まず、切替つまみ３２がナイトライト機能を有効にする位置に切り替えられている場合
の動作を説明する。
【００４０】
　器体２は商用電源１７のコンセント（図示せず）にプラグ４を接続した状態で、壁面（
図示せず）に取り付けられる。電源回路１８は、商用電源１７から供給される交流電圧を
所定の直流電圧に変換して点灯回路６に出力する。停電検知回路１１は、電源回路１８の
一次側に入力される電圧を監視し、商用電源１７が供給されている状態では、制御回路７
に信号ＳＮ１を出力する。制御回路７は、信号ＳＮ１が入力されると昇圧回路１６の昇圧
動作を停止状態にする。制御回路７及び点灯回路６はそれぞれ、商用電源１７から供給さ
れる電力で動作する。
【００４１】
　商用電源１７から電力が供給されている状態で、明るさセンサ３ａの出力電流から求め
た周囲の明るさが所定値よりも暗くなると、制御回路７はスイッチＳＷ１をオン状態にし
てＬＥＤ５ａを自動的に点灯させる。ＬＥＤ５ａが光入射部１３ｂに放射した光は光拡散
部１９で拡散され、光取り出し部１３ａから外部に放射される。導光板１３の光取り出し
部１３ａから放射された光が照明器具１の周囲の床面（図示せず）を照らす。ＬＥＤ５ａ
の発光色は電球色であるため、夜間に床面を照らしていてもまぶしく感じにくい。一方、
商用電源１７から電力が供給されている状態で、明るさセンサ３ａの出力電流から求めた
周囲の明るさが所定値よりも明るくなると、制御回路７はスイッチＳＷ１をオフ状態にし
てＬＥＤ５ａを自動的に消灯させる。
【００４２】
　一方、切替スイッチ３１がナイトライト機能を無効にする位置に切り替えられている場
合、制御回路７は、明るさセンサ３ａの出力電流から求めた周囲の明るさが所定値よりも
暗くなってもスイッチＳＷ１のオフ状態を維持し、ＬＥＤ５ａの消灯状態を維持する。
【００４３】
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　次に、電池１２が供給する電力で動作する場合の照明器具１の動作について説明する。
【００４４】
　商用電源１７のコンセント（図示せず）からプラグ４を引き抜くか、又は停電が発生す
ると、停電検知回路１１は、信号ＳＮ１の出力を停止する。制御回路７は、停電検知回路
１１から信号ＳＮ１が入力されなくなると、昇圧回路１６に昇圧動作を行わせ、昇圧回路
１６からレギュレータ１５に所定の直流電圧を出力させる。制御回路７及び点灯回路６は
、電池１２から供給される電力で動作する。制御回路７は昇圧回路１６を動作させた後、
スイッチＳＷ２をオン状態にしてＬＥＤ５ｂを点灯させる。そのため、照明器具１がコン
セントに接続された状態で停電が発生すると、ＬＥＤ５ｂが自動点灯し、導光板１３の光
取り出し部１３ａから放射された光が照射方向に照射される。ＬＥＤ５ｂの発光色は白色
であるため、ハンディライトとして照明器具１を使用すると、視認性がよくなり、周囲の
状況をより認識しやすくなる。
【００４５】
　電池１２から供給される電力でＬＥＤ５ｂが点灯している状態で、点灯スイッチ８がオ
フ操作されると、制御回路７はスイッチＳＷ２をオフ状態にしてＬＥＤ５ｂを消灯させる
。同様に、電池１２から供給される電力で動作している状態で点灯スイッチ８がオン操作
されると、制御回路７は、スイッチＳＷ２をオン状態にしてＬＥＤ５ｂを点灯させて導光
板１３の光取り出し部１３ａから光を放射させる。
【００４６】
　ところで、制御回路７及び点灯回路６がそれぞれ商用電源１７から供給される電力で動
作していても、例えば自然放電等により電池１２の残容量は徐々に低下する。電圧測定回
路１４が出力する電池１２の電圧値が所定の電圧値を下回ると、制御回路７は、電池１２
の残容量が報知レベルである所定容量を下回ったと判断し、スイッチＳＷ３をオン状態に
してＬＥＤ９ａを点灯させる。ＬＥＤ９ａが点灯すると、ＬＥＤ９ａの光は透光窓９ｂを
透過して器体２の上側から外部に放射される。使用者は、器体２の上側から見てＬＥＤ９
ａの光を認識しやすいため、電池の残容量の低下を認識しやすくなり、内蔵している電池
１２の電池交換が必要であることを把握できる。
【００４７】
　照明器具１が電池１２から供給される電力で動作する場合でも、電池１２の出力電圧が
所定電圧を下回ると制御回路７がＬＥＤ９ａを点灯させてもよい。電池１２の電力消費を
より抑えながらＬＥＤ９ａを点灯させるために、制御回路７は、例えばＬＥＤ９ａを所定
期間点灯させた後にＬＥＤ９ａを消灯させたり、ＬＥＤ９ａを所定周期で点滅させたりし
てもよい。
【００４８】
　以上説明したように、本実施形態の照明器具１は、プラグ４と、照明負荷（ＬＥＤ５ａ
，５ｂ）と、電池１２と、点灯回路６と、点灯スイッチ８（操作部）と、明るさセンサ３
ａ（照度変換部）と、制御回路７（制御部）と、器体２と、点灯部９とを備える。プラグ
４は、商用電源１７のコンセントに着脱自在に接続される。点灯回路６は、コンセントか
らプラグ４を介して供給される電力で照明負荷（ＬＥＤ５ａ）を点灯させるか、又は着脱
自在に取り付けられる電池１２から供給される電力で照明負荷（ＬＥＤ５ｂ）を点灯させ
る。点灯スイッチ８（操作部）は、照明負荷（ＬＥＤ５ｂ）を点灯又は消灯させるために
操作される。明るさセンサ３ａ（照度変換部）は、周囲の明るさに応じて出力の大きさ（
電流値）が変化する。制御回路７（制御部）は、明るさセンサ３ａ（照度変換部）の出力
から求めた明るさが所定値よりも暗くなると、コンセントからプラグ４を介して供給され
る電力で照明負荷（ＬＥＤ５ａ）を点灯させるように点灯回路６を制御する。制御回路７
（制御部）は、点灯スイッチ８（操作部）を用いて点灯操作が行われると電池１２から供
給される電力で照明負荷（ＬＥＤ５ｂ）を点灯させるように点灯回路６を制御する。器体
２は、プラグ４、点灯回路６、点灯スイッチ８（操作部）、明るさセンサ３ａ（照度変換
部）、及び制御回路７（制御部）を有する。点灯部９は、電池１２の残容量が所定容量を
下回ると点灯し、プラグ４がコンセントに接続された状態で器体２の上部から外部に光を
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放射する。
【００４９】
　照明器具１は、電池１２の電圧が所定電圧を下回ると点灯する点灯部９を備えていて、
プラグ４をコンセントに接続した状態で上側となる器体２の部位に点灯部９が設けられて
いる。そのため、プラグ４をコンセントに接続した状態で器体２の上側から見て点灯部９
が見えやすくなり、使用者は電池１２の残容量の低下を認識しやすくなる。
【００５０】
　近年、一次電池の性能が向上し長寿命の一次電池が製品化されているので、本実施形態
の照明器具１では、二次電池に比べて入手性の良好な一次電池を電池１２に採用している
。ただし一次電池である電池１２を充電することはできないため、電池１２の残容量は自
然放電等で徐々に低下する。そのため、電池１２の残容量が低下していることに使用者が
気付かない可能性があり、ハンディライトとして照明器具１を使用する際に、照明器具１
を十分に使用できない可能性がある。本実施形態の照明器具１は、点灯部９を点灯させて
電池１２の残容量の低下を報知するので、使用者は電池１２の残容量の低下を認識しやす
くなる。
【００５１】
　尚、本実施形態における照明負荷は２つのＬＥＤ５ａ，５ｂで構成されているが、ＬＥ
Ｄは２つに限定されず、１つでも３つ以上でもよく、また照明負荷の種類もＬＥＤに限定
されない。また、本実施形態の制御回路７は、商用電源１７から供給される電力でＬＥＤ
５ａを点灯させるか、又は電池１２から供給される電力でＬＥＤ５ｂを点灯させているが
、電力の供給源が変わると異なる照明負荷を点灯させることに限定される趣旨ではない。
【００５２】
　本実施形態における点灯部９はＬＥＤ９ａ及び透光窓９ｂで構成されているが、器体２
の上側から光が放射される構成であればよく、例えばサブ基板５１に実装された砲弾型の
ＬＥＤの先端部分が器体２の上側に露出していてもよい。
【００５３】
　本実施形態における明るさセンサ３ａは、照度に応じて電流値が変化する素子で構成さ
れているが、例えば照度に応じて抵抗値が変化するフォトレジスタ等でもよい。
【００５４】
　本実施形態における電池１２は単三型の一次電池であるが、単三型以外の型式でもよい
し、充電済みの二次電池（例えばニッケル・水素充電池等）でもよい。
【００５５】
　本実施形態における電圧測定回路１４は、電池１２の残容量を検知するために出力電圧
を測定しているが、出力電圧の測定に限定されず、電池の残容量を検知できる適宜の方法
でよい。
【符号の説明】
【００５６】
　１　照明器具
　１０　メイン基板
　１１　停電検知回路
　１２　電池
　１３　導光板
　１３ａ　光取り出し部
　１３ｂ　光入射部
　１４　電圧測定回路
　１５　レギュレータ
　１６　昇圧回路
　１７　商用電源
　１８　電源回路
　２　器体
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　２１　カバー
　２１ａ　張出部
　２２　ボディ
　２３ｂ　蓋
　３１　切替スイッチ
　３ａ　明るさセンサ（照度変換部）
　３ｂ　透光窓
　４　プラグ
　５ａ，５ｂ　ＬＥＤ（照明負荷）
　５１　サブ基板
　６　点灯回路
　７　制御回路（制御部）
　８　点灯スイッチ（操作部）
　９　点灯部
　９ａ　ＬＥＤ
　９ｂ　透光窓
　ＳＮ１，ＳＮ２　信号
　ＳＷ１～ＳＷ３　スイッチ

【図１】 【図２】
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